
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊赤い枠が第６回義歯ケア学術大会の日程になります． 

日本補綴歯科学会西関東支部学術大会と神奈川県歯科医師会学術大会も同場所にて行わ

れています． 

 

 

 

大会日程 

513号室 503号室 ベイブリッジカフェ 第1会場(F205,F206) 第2会場（F203,F204）

日本義歯ケア学会 閉会挨拶

日本義歯ケア学会

懇親会

（集合写真撮影）

日本義歯ケア学会

総会
県歯ポスター

質疑応答

(A1-A7)

(B1-B6)(C1-C6)
日本義歯ケア学会

ランチョンセミナー

（グラクソ・スミスクライン）
「総義歯症例にみる、義歯ケアの誤解と理解」

鈴木　哲也（東京医科歯科大学）

神奈川県歯科医師会学術大会

シンポジウム

「欠損補綴長期症例からの逆襲」

～片顎無歯顎に至った症例から学ぶ

成功の秘訣～

阿部二郎（東京都開業）

玉置勝司（神奈川歯科大学）

1月11日（土）

パシフィコ横浜国際平和会議場 パシフィコ横浜アネックスホール

日本義歯ケア学会
開場・受付
演題受付

日本義歯ケア学会

ポスター撤去

日本義歯ケア学会
ポスター貼付

補綴歯科学会西関東支部

一般口演

1月12日（日）

日本義歯ケア学会

理事会

補綴歯科学会西関東支部

総会

日本義歯ケア学会

一般口演

1-1～4-2（１１演題）

補綴歯科学会西関東支部

ポスター発表

専門医ポスター発表

補綴歯科学会西関東支部

特別講演

　In Ho Cho　（Dankook University）

神奈川県歯科医師会学術大会

教育講演

「MFTで口腔機能改善-小児，

歯周，補綴に広がるMFTの活用-」

大野　粛英（神奈川県開業）

県歯会長挨拶

第3会場(F201,F202)

日本義歯ケア学会

特別講演Ⅱ

「義歯の臨床研究：ドグマからの解悟ー

その楽しさと難しさー」

河相安彦　（日大松戸）

日本義歯ケア学会

特別講演Ⅰ

「食べることに問題のある患者に

歯科は何ができるのか？」

菊谷武  （日本歯科大学）

補綴歯科学会西関東支部

 生涯学習セミナー
「全部床義歯の要訣－失敗しない

ためのワンポイントアドバイス」

高橋  裕　（福岡歯科大学）

高山慈子　（鶴見大学）

水口俊介  （東京医科歯科大学）

日本義歯ケア学会

ポスター討議：P-1～P-3(3演題）

8:00

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

20:00

補綴歯科学会

ポスター質疑応答



学会会場、懇親会会場案内 
学会会場 

パシフィコ横浜 11日(土)：国際平和会議場 5階 503号室 

        12日(日)：アネックスホール第一会場(F205,F206) 

第二会場(F203,F204) 

懇親会会場 

パシフィコ横浜国際平和会議場 6階ベイブリッジカフェテリア 

〒220-0012 神奈川県横浜市西区みなとみらい1-1-1 

TEL : 045-221-2155 

 

 

 



みなとみらい線 みなとみらい駅より徒歩 3分 

「クイーンズスクエア方面」改札口を出て，左手奥にある，長い赤のエスカレーターを利用．さらに正面の

エスカレーターへ乗り継ぎ左へ、「クイーンズスクエア横浜」の２Fを通り抜け，陸橋を渡ります． 

エレベーターをご利用の方は，赤のエスカレーターの左にある，黄色のシースルーエレベーターを利用し，

２階で下りて右へ進み，左折して「クイーンズスクエア横浜」を通り抜け，陸橋をわたります． 

 

JR線・市営地下鉄 桜木町駅より徒歩12分，バスで 7分，タクシーで 5分 

JR桜木町駅改札口を出て，左手に進み，「動く歩道」を利用．そのままショッピングモール「ランドマーク

プラザ」，「クイーンズスクエア」を通り抜け，陸橋 を渡ります．  

桜木町バスターミナル4番のりばより，市営バスにて「展示ホール」または「パシフィコ横浜」下車． 

 

横浜駅よりタクシー7分，シーバス（船）10分 

タクシー乗り場は東口ポルタ（地下2F）または、YCATをご利用ください． 

シーバスは東口そごう2Fかもめ歩道橋下のりばより，「ぷかりさん橋」下船となります． 



memo 



学術大会参加の皆様へ 
１．参加者は1/11（土）パシフィコ横浜 国際平和会議場 受付（503号室），1/12（日）アネッ

クスホール第一会場 総合受付(F205,F206)にて当日会費1,000円をお支払いください．日本義歯

ケア学会年会費 3,000円に関しましても同時に受け付けいたします． 

２．入会希望の方は，受付に申請していただき入会金1,000円，年会費3,000円と当日会費をお支

払いいただきます． 

３．本学会は，日本歯科医師会生涯学習研修事業の認定を受けております．生涯学習研修カード

をご持参ください． 

４．発表ならびに講演中のビデオ・写真撮影は，発表者の著作権保護のため禁止致しております．

なお，特別な事由がある場合は大会長に申し込んでください． 

 

発表される先生方へ 
一般口演発表  

１．発表日時・会場 

  平成25年1月12日(日)  9:00～10:50・パシフィコ横浜アネクッスホールF205，206 

２．発表方法 

1)一般口演演者の方は発表30分前までに，発表者受付（学会受付横）にお越しください． 

2)演者は発表10分前までに次演者席にご着席ください． 

3)座長の指示に従って，口演時間を厳守してください． 

4)口演時間は発表7分，質疑応答3分です．発表終了1分前と終了時にベルが鳴ります． 

5)発表の詳細は以下を遵守してください． 

①発表データはPC受付（学会受付横）にて，USBフラッシュメモリで提出をお願いいた

します．データ確認後試写をいたします．必ず予備にバックアップしたデータを持参し

てください． 

②発表方法は，PC単写：Windows7,Microsoft Powerpoint 2010にて行います．拡張子

が .ppt, .pptxのファイルのみ有効となります．下位バージョンで作製したファイルを

Microsoft Powerpoint 2010で開いた場合，文字の位置ずれ等おこる可能性があります．

あらかじめ，Microsoft Powerpoint 2010にて動作の検証をお願いいたします． 

③表示枚数に制限はありませんが，別ファイルを読み込む形での動画と音声の使用はご

遠慮ください． 

6)質問者は，座長の指示に従い，所定のマイクで所属・氏名を述べてから，要領良く簡潔

に質疑を行ってください． 



ポスター発表 

１．発表日時・会場 

  平成25年1月12日(日)  8:30～17:00・パシフィコ横浜アネクッスホールF203，204 

２．発表方法 

1)発表者は発表者受付(学会受付横)にて，発表者の名札を受け取って下さい．  

2)展示には縦160cm，横90cmの展示版を用意します．(下図参照) 

3)発表のタイムスケジュールは下記に従ってください． 

貼付時間： 8:30～ 9:00 

     展示時間： 9:00～16:30 

       質疑応答：13:30～14:00 

       撤去時間：16:30～17:00 

 

※ 質疑応答の時間はポスター前に発表者名札を付けてお立ち下さい． 

 

座長の先生方へ 
1) 座長になられている先生は，1/12（日）に学会受付にて座長名札を受け取り下さい． 

2) 口演の次座長は，20分前までに所定の席(次座長席)にお越しください．

160 cm 

90cm 

演題 名 ・氏名・所属 番号 顔写真 

cm 

演題 名 ・氏名・所属 番号 顔写真 



プログラム 

平成 25年 1月 11日（土）パシフィコ横浜国際平和会議場 513，503号室 

 

12:30 – 14:00   理事会 (513号室) 

 

13:30 -           開場・受付（503号室） 

 

14:00 – 14:05    開会の辞      大会長  木本 克彦（神歯大） 

 

14:05 – 14:50     特別講演Ⅰ 

         座長 木本 克彦：（神歯大） 

「食べることに問題のある患者に歯科は何ができるのか？」 

講師：菊谷 武 (日本歯科大学 教授) 

日歯生涯研修事業用研修コード：2906 

 

17:30 - 19:30     懇親会 (パシフィコ横浜国際平和会場6階  

写真撮影       ベイブリッジカフェテリア) 

  

         

平成 25年 1月 12日（日）パシフィコ横浜アネックスホール 第一会場 

(F205，F206) 

 

8:00 -           開場・受付 (PCとポスターは 8:15から) 

 

9:00 — 9:30   一般口演セッション１ 

座長：市川 哲雄（徳島大） 

日歯生涯研修事業用研修コード：2608 

1-1義歯性口内炎の迅速評価における検体採取法の検討 

  ○岡本真理子，赤松那保，奥野典子，山本 健   

（鶴見大学歯学部高齢者歯科学講座） 

1-2甜茶抽出液ＢＧＷの口臭消臭効果の検討 

○坪井明人 1，2），濱田泰三 2），中原達雄 3）  

（1) 東北大学東北メディカル・メガバンク機構，2）東北大学大学院歯学研究科加齢歯科学分野，3）丸善製薬（株）） 



1-3フレームワーク金属に対するデンチャープラークの付着性 

  ◯漆原 優 1），大島朋子 2），前田伸子 2），早川 徹 3），大久保力廣 1） 

  （鶴見大学歯学部 1）有床義歯補綴学講座，2）口腔微生物学講座，3）歯科理工学講座) 

9:30 — 10:00   一般口演セッション２ 

座長：岡崎 定司（大阪歯大） 

日歯生涯研修事業用研修コード：2608 

2-1摂食・嚥下障害を有する入院患者の口腔内環境 

○野村太郎 1,2)，古屋純一 1,2)，中村俊介 1,2)，安藝紗織 1,2)，松木康一 1,2)，近藤尚知 1) 

（1)岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座，2)岩手医科大学附属病院歯科医療センター口腔リハビリ外来） 

2-2脳卒中回復期において頻回に義歯調整を要した１症例 

○岩佐康行  

（特定医療法人原土井病院歯科） 

2-3汚れが目に見える義歯清掃の提案～老人ホームでの活用～ 

〇大森 望，遠藤 徹，加藤里奈 

（遠藤歯科医院） 

 

10:00 — 10:30     一般口演セッション３ 

    座長：村田 比呂司（長崎大） 

日歯生涯研修事業用研修コード：2608 

3-1睡眠時無呼吸症候群の治療と管理 

○石川千恵子 1)，平井真也 1)，安藤英里子 1)，井川知子 1)，重田優子 1)，小川 匠 1) ，河村 昇 2)，伊原啓祐 2)， 

子島 潤 3) 

  （1)鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座 2)歯科技工研修科 3)内科学講座） 

3-2義歯安定剤の使用が咬合接触および下顎運動に与える影響 

○南 憲一，後藤崇晴，本田 剛，柏原稔也，永尾 寛，市川哲雄 

（徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部口腔顎顔面補綴学分野） 

3-3フルバランスおよびリンガライズドオクルージョンの4年経過における検討 

○小川晃奈，伊藤菜那，菅野京子，古賀麻奈花，松丸悠一，郡司敦子，木本 統，河相安彦 

（日本大学松戸歯学部有床義歯補綴学講座） 

 

10:30 — 10:50     一般口演セッション4 

    座長：坪井 明人（東北大） 

日歯生涯研修事業用研修コード：2608 

 



4-1硬質リライン材のガラス転移温度の評価法について 

○高瀬一馬 1)，末廣史雄 1)，吉田和弘 1)，黒木唯文 1)，渡邊郁哉 2)，村田比呂司 1) 

（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科，1)歯科補綴学分野，2)生体材料学分野） 

4-2親水性ナノシリカコーティング剤の他元素ナノ粒子添加による改質 

○吉嵜太朗 1），日野直彦 1），谷本浩之 1），赵  慧子 1），秋葉徳寿 1），水口俊介 1），島田誠之 2） 

（1）東京医科歯科大学高齢者歯科学分野，２）ジャパンナノコート） 

 

12:00 — 12:30     総会 

 

12:40 – 13:20     ランチョンセミナー 

                      座長：木本 克彦 (神歯大)

「総義歯症例にみる、義歯ケアの誤解と理解」 

講師：鈴木 哲也 (東京医科歯科大学 教授) 

 

13:30 — 14:00     ポスター質疑応答 

 

P-1レーザーによる鋳造チタンの機械的性質強化への試み 

  ○林 太郎¹⁾，渡邊郁哉²⁾，白石孝信²⁾，山下利佳¹⁾，江越貴文¹⁾，村田比呂司¹）   

（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 ¹⁾歯科補綴学分野, ²⁾生体材料学分野） 

P-2インプラントオーバーデンチャーの清掃法に関する症例報告 

○佐々木健, 野村太郎, 安藝紗織, 米 澤悠, 小林琢也, 近藤尚知  

（岩手医科大学歯学部 補綴・インプラント学講座） 

P-3義歯の使用と食事の満足度に関する調査 

  ○郡司敦子 1）、後藤田宏也 2）、田口千恵子 2）、下坂典立 3）、河相安彦 1） 

  （日本大学松戸歯学部 1）有床義歯補綴学講座 2）公衆予防歯科学講座 3）歯科麻酔学講座） 

 

14:00 — 14:50     特別講演Ⅱ 

座長：水口 俊介（東京医歯大） 

「義歯の臨床研究：ドグマからの解悟ーその楽しさと難しさー」 

講師：河相 安彦 (日本大学松戸歯学部 教授) 

日歯生涯研修事業用研修コード：2608 

 

14：50－  閉会の辞       次期大会長 河相 安彦（日大松歯） 

      



企業展示 （9:00 – 16:30） 

平成 25年 1月 12日（日）パシフィコ横浜アネックスホール  

                (第一,第二会場前の展示スペース) 

 

株式会社 アイ・エス・ディー 

株式会社 トクヤマデンタル 

グラクリ・スミスクライン 株式会社 

デンツプライ三金 株式会社 

ネオ製薬工業 株式会社 

 

協賛企業 

 

株式会社 アイ・エス・ディー 

株式会社 松風 

株式会社 ジーシー 

株式会社 デンタルアクト 

株式会社 デントロケミカル 

株式会社 トクヤマデンタル 

株式会社 ビーブランドメディコデンタル 

株式会社 モリタ 

グラクリ・スミスクライン 株式会社 

デンツプライ三金 株式会社 

長田電気工業 株式会社 

ネオ製薬工業 株式会社 



特別講演Ⅰ  

 

「食べることに問題のある患者に 

歯科は何ができるのか？」 

講師：菊谷 武  

(日本歯科大学大学院生命歯学研究科  

臨床口腔機能学)  

  

私たち歯科医師は、食べることを支えるための専門職であることは言うまでもない。食べることに問題の

ある患者に対して、私たちは、これまで義歯の適合や歯の保存にのみこだわり、食べること全体が見てこな

かった。一方、口腔機能を守る職種としての歯科の専門性はゆるぎないものがあり、咬合支持の維持は食べ

ることを支え、栄養障害の予防になることも事実である。地域の高齢者の食事を支えているのは、コンビニ

エンスストア（コンビニ）だといわれている。コンビニは若者向けの店舗と思われているが、来店者の3割

は 50 歳以上で、少量の買い物にも適しているという。一方、どの科の医院より多い歯科医院は（歯科診療

所7万件）、コンビニの数（5万件）より多いとされ、地域に根差した医療を展開している。歯科医療は、地

域の高齢者の食生活を支える先兵となるべきであると考える。本講演では、歯科医師として口腔機能の専門

家として、食べることを支える方法について紹介する。 

 

講演者略歴 

菊谷 武   

平成13年10月より 附属病院 口腔介護・リハビリテーションセンター センター長  

平成22年4月      教授 

平成22年６月      大学院生命歯学研究科臨床口腔機能学教授 

平成24年１月      東京医科大学兼任教授 

平成24年10月     口腔リハビリテーション多摩クリニック 院長 

 

 

 



特別講演Ⅱ  

 

「義歯の臨床研究：ドグマからの解悟 

-その楽しさと難しさ-」 

     講師：河相安彦 

 （日本大学松戸歯学部有床義歯補綴学講座） 

 

1728年、ピエール・フォシャールによって出版された有名な"Le Chirurgien Dentiste" は、彼自身の経験と、

同僚歯科医からの聴取に基づいて完成し、世に出たと言われている。2巻64章で構成されるこの著書は、糖

質とう蝕との因果、乳歯から永久歯への交換機序、矯正治療、定期的なリコール等などを網羅した、現代歯

科医学に繋がる画期的で斬新な名著である。 

しかし、補綴に関する記述、特に総義歯に関するものは、現代とかけ離れていたものの、この偉大な著書

に従い、往時の歯科医たちが多くの総義歯を製作し、多くの患者がそれらを装着してきたことが想像される。 

「ドグマ」は広辞苑で「独断的な意見」、Oxford advanced learners dictionaryで ”A belief or set of beliefs held by 

a group or organization, which others are expected to accept without argument” とされている。現代歯科医学の父で

あるピエール・フォシャールの意見に、当時の歯科医たちが疑う余地を持たないのは容易に想像できるが、

これを「ドグマ」というのは言い過ぎであろうか？ 

「ドグマ」に気づき、真実を知ることは容易ではない。しかし義歯の臨床研究が、義歯に関するドグマか

らの解悟に一翼を担うことを期待している。今回の講演では、義歯の臨床研究から得られた結果と、それを

通じて感じた楽しさや難しさを中心に紹介し、その意義と今後について考えて行きたい。 
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1999年 McGill University Visiting professor 

2005年 The University of Newcastle大学院修士修了(MMedSci) 
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